
本
邦
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化

1

固

有

名

詞

出

自

漢

語

を

例

と

し

て

l

原

卓

　

　

志

中
国
と
本
邦
と
の
交
流
の
長
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
漢
語
が
本
邦
に
伝
え
ら

れ
、
国
語
の
中
に
定
着
し
て
来
た
。
そ
し
て
国
語
の
中
に
漢
語
が
定
着
し
て
ゆ

く
中
で
様
々
な
漢
語
の
国
語
化
の
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の

か
う
し

代
表
的
な
も
の
を
音
韻
面
か
ら
挙
げ
る
な
ら
ば
、
川
漢
語
の
音
便
化
（
格
子
）
、

と

え

ノ

そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

な

い

用
母
音
の
長
母
音
化
（
屠
蘇
）
、
脚
韻
尾
〔
n
〕
の
脱
落
（
案
内
）
等
が
あ
り
、

し

ふ

ね

　

そ

う

ぞ

文
法
面
か
ら
見
る
と
、
用
漢
語
の
活
用
（
執
念
し
、
装
束
く
）
、
川
漢
語
サ
変

動
詞
、
漢
語
形
容
動
詞
の
成
立
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
意
味
用
法

面
か
ら
見
る
と
、
本
来
中
国
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
所
の
意
味
が
、
日
本

で
転
じ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
、
更
に
多
く
の
和
製
漢
語
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
先
指
の
の
～
脚
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究

の
成
果
が
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
意
味
用
法
面
か
ら
の
研
究
に
つ
い
て
の
報

告
は
少
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
洪
語
の
意
味
用
法
面
に
着
目
し
、
中
国
に
は
な

か
っ
た
意
味
用
法
が
本
邦
に
お
い
て
成
立
す
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
一
皮
に
太
邦
に
伝
え
ら
れ
た
漢
語
全
体
を
対
象

に
考
察
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
上
、
中
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
本
来

の
意
味
州
法
を
本
邦
で
変
じ
さ
せ
て
い
る
漢
語
の
中
で
も
、
そ
の
変
化
の
様
相

は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
漢
語
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
変
化
の
様
相
を
同
じ
く
す
る
い
く
つ
か
の
漢
語
を

取
上
げ
る
こ
と
に
し
て
み
た
い
。

二

盗
賊
異
名
で
あ
る
「
白
波
」
が
本
邦
独
自
の
意
味
用
法
で
あ
り
、
中
国
に
お

い
て
は
固
有
名
詞
（
地
名
）
　
の
用
法
と
文
字
通
り
の
「
白
い
波
」
と
い
う
意
味

（1）

の
普
通
名
詞
の
用
法
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
盗
賊

異
名
と
し
て
本
邦
で
使
用
さ
れ
始
め
る
の
は
平
安
時
代
中
期
頃
と
推
定
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
承
け
て
考
察
の
対
象
と
す
る
漢
語
を
設
定
し
て
み
た
い
と

思
う
。「
白
波
」
と
い
う
盗
賊
異
名
の
特
徴
は
、
先
ず
、
後
漢
末
の
黄
巾
の
乱
の
残

党
が
白
波
谷
に
拠
っ
て
周
辺
を
荒
し
た
と
い
う
後
漢
書
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
な

故
事
を
有
す
る
と
い
う
言
語
外
の
背
景
を
持
つ
こ
と
と
、
も
と
も
と
「
白
波

谷
」
と
い
う
固
有
名
詞
（
地
名
）
で
あ
っ
て
、
賊
を
意
味
す
る
た
め
に
は
「
白

波
（
之
）
賊
」
と
句
の
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
邦
に
お

い
て
形
態
上
「
（
之
）
賊
」
が
省
略
さ
れ
、
意
味
の
上
で
は
「
（
之
）
賊
」
が
包
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摂
さ
れ
て
、
盗
賊
異
名
と
し
て
の
「
白
波
」
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
漢
語
を
考
察
の
対
象
と
し
て
取
上

げ
て
み
た
い
と
思
う
。

色
莫
字
類
抄
畳
字
部
に
登
載
さ
れ
た
洪
語
の
中
に
は
「
　
－
　
名
」
と
注
記
さ

れ
た
も
の
が
存
す
る
。
又
、
こ
れ
ら
毘
宇
部
に
お
い
て
「
1
名
」
と
注
記
さ

れ
た
漢
語
が
、
各
々
「
　
－
　
名
」
の
「
　
－
　
」
に
当
る
掲
出
語
の
下
に
中
書
さ

（2）

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
相
坂
一
成
氏
の
指
摘
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
漢
語
は
別
名
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
今
本
稿
に
言
う
異
名
に

当
り
、
こ
れ
ら
別
名
が
中
国
の
文
献
に
そ
の
典
拠
を
多
く
求
め
得
る
も
の
で
あ

（3）

る
こ
と
は
別
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
別
名
を
取
上
げ
る
な
ら
ば
「
白

波
」
の
特
徴
の
第
一
で
あ
る
中
国
の
文
献
に
故
事
、
典
拠
を
求
め
得
る
と
い
う

言
語
外
の
背
景
と
同
じ
条
件
を
溝
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
本
稿
に
お
い
て
、
色
糞
字
類
抄
に
登
載
さ
れ
た
別
名
の
中
か
ら
、
元
来
固
有

名
詞
で
あ
る
も
の
を
任
意
に
抽
出
し
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

対
象
と
す
る
も
の
は
「
義
損
」
　
「
銅
山
」
　
「
洛
川
」
　
「
局
江
」
の
四
語
と
し

（1）

た
。
色
薬
字
類
抄
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。

○
蓋
嶺
カ
イ
レ
イ
　
　
　
（
上
川
オ
5
・
畳
字
、
「
蓋
」
に
去
声
点
、
「
揖
」

セ
ン

○
泉
イ
酎
酎
譜

○
銅
山
射
サ
ム

○
洛
川
桁
髭
ン

美
婦
人
掴
胸
怒

に
上
声
点
あ
り
）

（
上
2
ウ
3
・
地
偽
、
「
泉
」
　
「
野
」
　
「
姑
」
に
平

声
点
あ
り
）

（
上
6
3
オ
1
・
畳
字
、
「
銅
」
に
平
声
点
、
「
山
」

に
平
声
濁
点
あ
り
）

（
中
4
1
ウ
5
・
提
字
）

（
下
9
2
ウ
3
・
人
倫
、
「
酋
」
　
「
施
」
　
「
珠
」
　
「
川
」

に
平
戸
点
、
「
線
」
　
「
洛
」
に
入
声
点
あ
り
）

○
菊
江
㌢
ク
カ
ウ
　
　
（
下
8
5
オ
4
・
畳
字
、
「
萄
」
に
入
声
点
、
「
江
」

に
平
声
点
あ
り
）

三

）

　

　

ト

▼

て

L

　

　

　

　

－

1

白

い

　

ユ

山

　

　

‥

包

「
蓋
兢
」
は
安
徽
省
石
球
県
の
南
に
あ
る
義
山
と
い
う
山
の
こ
と
で
あ
る
。

山
麓
に
節
始
末
と
い
う
有
名
な
泉
が
涌
出
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

色
薬
字
難
抄
で
泉
の
別
名
（
異
名
）
と
し
て
登
載
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
「
蓋
し
嶺
」
の
形
で
は
私
に
調
査
し
得
た
中
国
文
献
に

（5）

は
見
出
せ
な
い
。
「
蓋
山
之
鬼
」
と
い
う
形
で
は
劉
駿
の
書
が
あ
る
。
次
に
掲

げ
る
。○
重
答
二
別
棟
陵
沼
l
書
一
首
　
　
劉
孝
標

翼
京
平
之
樹
撃
孤
肌
陽
一
而
丙
靡
、
蓋
山
之
泉
閉
一
絃
歌
一
両
赴
レ
節

（
文
選
巻
第
四
十
三
）

「
蓋
山
之
泉
開
二
絃
歌
L
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
李
善
は
宜
城
記
を
引
用
し
て

注
し
て
い
る
。

○
贅
日
宜
城
記
日
、
臨
城
県
南
四
十
里
、
蓋
山
高
百
許
丈
、
右
こ
欝
姑
泉
一
、

昔
有
こ
節
氏
女
】
、
輿
夷
父
】
析
二
薪
此
長
盛
一
、
坐
牽
挽
不
レ
動
、
乃
還
告
レ

家
、
比
レ
還
唯
見
こ
清
泉
湛
然
一
、
女
母
日
、
吾
女
本
好
こ
音
楽
一
、
乃
絃
歌
、

泉
涌
廻
軋
、
有
こ
朱
鯉
一
撃
一
、
今
作
レ
楽
嬉
殿
、
泉
固
油
田
也
。

文
選
の
本
邦
へ
の
伝
来
が
何
時
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、

聖
徳
太
子
の
十
七
粂
憲
法
の
第
五
条
が
李
康
の
「
運
命
論
」
を
基
に
し
た
と
の

（6）

論
が
あ
り
、
更
に
正
倉
院
文
書
の
中
に
も
文
選
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
と
い
う

報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
文
選
は
奈
良
時
代
天
平
年
間
に
は
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（7）

盛
ん
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
宣
城
記
に
よ
る
欝
姑
泉
の
故

事
は
芸
文
類
祭
水
部
に
も
著
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
芸
文
類
棄
が
日
本
書
紀
に
引

（8）

用
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
文
選
、
芸
文
類
祭
の
ど
ち

ら
の
文
献
に
よ
っ
た
も
の
な
の
か
、
又
、
更
に
他
の
文
献
に
よ
っ
た
も
の
な
の

か
俄
か
に
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
蓋
山
々
麓
に
あ
る
節
姑
泉
の
故
事
を

踏
ま
え
て
本
邦
で
作
ら
れ
た
詩
文
に
次
の
も
の
が
見
出
せ
る
。

カ

イ

　

　

　

　

キ

イ

　

を

て

に

ワ

キ

　

　

　

　

は

　

　

を

て

に

フ

○
華
甲
由
之
泉
（
訓
）
・
聴
鳴
－
絃
而
忽
涌
・
石
－
門
之
水
懸
曝
l
布
而
這
－
飛
。

（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
三
「
弁
山
水
」
文
章
得
業
生
正
六
位
上
大
江

（9）

澄
明
対
）

○
清
泉
白
石
思
優
故
。
便
識
夏
中
寒
気
来
。
蓋
嶺
披
レ
襟
清
二
赤
目
一
。
穀
山

巻
レ
按
針
呑
苔
一
。
（
群
書
類
従
本
殿
上
詩
合
「
泉
石
夏
中
寒
」
右
街
門
椛

佐
藤
原
隆
方
）

前
者
は
中
国
の
典
拠
を
そ
の
ま
ま
に
踏
ま
え
て
お
り
、
節
姑
泉
を
言
う
の
に

「
差
損
之
鬼
」
と
表
現
し
て
い
る
。
後
者
は
僧
姑
泉
を
山
麓
に
有
す
る
鳥
山
で

は
夏
で
も
涼
し
い
事
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
両
者
に
用
い

ら
れ
る
「
義
損
」
は
「
蓋
山
」
を
指
す
固
有
名
詞
で
あ
り
、
「
蓋
嶺
」
そ
の
も

の
で
「
泉
」
を
意
味
す
る
も
の
と
は
認
め
難
い
の
で
あ
る
。
先
掲
の
よ
う
に
色

薬
類
抄
で
は
「
泉
」
の
別
名
（
異
名
）
と
し
て
「
義
損
」
を
掲
げ
て
い
る
訳
で

あ
る
が
、
こ
の
二
例
は
そ
の
例
に
当
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
本
来

の
用
法
に
通
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

別
名
（
異
名
）
と
し
て
「
蓋
嶺
＝
泉
」
の
よ
う
な
図
式
を
当
て
る
こ
と
が
で

き
る
「
蓋
嶺
」
の
用
法
を
見
る
に
、
こ
れ
ま
で
に
一
例
だ
け
で
あ
る
が
そ
れ
に

合
う
例
を
見
出
し
た
。
次
に
掲
げ
る
。

イ

フ

ニ

　

ノ

カ

ウ

ケ

ン

ヲ

　

　

ケ

イ

コ

ク

ノ

　

　

カ

セ

イ

ソ

ク

ヲ

　

レ

ハ

　

ノ

　

　

ブ

ル

イ

ス

○
謂
　
其
効
験
　
如
鏡
谷
之
取
声
色
　
論
二
其
感
応
獅
一
一
蓋
嶺
之

’

コ

ル

ニ

カ

ニ

起
二
　
絃
歌
－
（
六
地
蔵
寺
本
江
都
督
納
言
願
文
集
巻
第
一
「
八
幡
御
塔
」

8

オ

7

）

「
蓋
嶺
之
起
二
絃
歌
L
と
い
う
表
現
は
ま
さ
に
中
国
文
献
に
お
け
る
節
姑
泉
の

故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
が
「
銃
谷
之
収
l
一

声
色
こ
と
対
を
成
し
て
い
る
所
か
ら
誤
写
誤
脱
に
よ
っ
て
「
泉
」
が
落
ち
た

も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
故
事
に
よ
れ
ば
絃
歌
に
よ
っ
て
油
き
起
っ
た
の
は

泉
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
例
も
「
蓋
揖
」
と
い
う
山
そ
の
も
の
が
涌
き
起
る
の
で

は
な
く
、
蓋
嶺
山
麓
の
節
姑
泉
が
絃
歌
に
涌
き
起
る
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
例
に
お
け
る
「
蓋
揖
」
と
は
形
態
面
か
ら
見
る
と
「
蓋
…
飢

之
泉
」
の
「
之
泉
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
意
味
の
上
で
は
「
義
損
」

に
「
之
泉
」
が
包
摂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
元
来
「
蓋
嶺
之
泉
」
と

句
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
が
「
蓋
損
」
一
語
に
ょ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
願
文
は
天
永
元
（
二
一
〇
）
年
作
で
あ
る
。

）

　

　

　

　

ヨ

H

H

J

 

l

は
　
釦
　
　
　
H
H

「
銅
山
」
に
つ
い
て
は
史
記
、
呉
王
潰
列
伝
に
、

呉
王
洪
者
、
高
帝
兄
劉
仲
之
子
也
。
（
中
略
）
会
孝
恵
∴
‥
回
后
時
、
天
下

初
定
、
郡
田
諸
侯
、
各
務
自
附
循
其
民
。
呉
有
預
章
郡
銅
山
。
洪
則
招
致

天
下
亡
命
者
、
益
釣
銭
、
煮
海
水
為
塩
。
以
故
無
拭
、
国
用
富
銃
。

と
あ
る
が
、
別
に
漢
書
接
幸
伝
中
の
郡
通
の
故
事
に
も
「
銅
山
」
に
関
す
る
逸

話
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
。

郡
通
萄
郡
南
安
人
也
。
以
濯
船
為
黄
頭
即
。
文
帝
嘗
夢
欲
上
天
、
不
能
、

有
一
黄
頭
郎
推
上
天
、
疏
見
其
衣
尻
帯
後
穿
。
覚
面
之
漸
台
、
以
夢
中
除

目
求
推
老
郎
、
見
都
連
、
其
衣
後
穿
、
夢
中
所
見
也
。
召
問
其
名
姓
、
姓

郡
、
名
通
。
郡
猶
な
也
。
文
帝
甚
説
、
尊
幸
之
、
日
日
異
。
通
亦
眉
謹
、
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不
好
外
交
、
班
賜
洗
沐
、
不
欲
出
。
於
是
文
帝
賞
賜
通
鋲
萬
以
十
数
、
官

至
上
大
夫
。
文
帝
時
間
如
通
家
瀞
戯
、
然
通
無
他
伎
能
、
不
能
有
所
薦

達
、
覇
自
謹
身
以
媚
上
而
己
。
上
使
善
相
人
老
相
通
、
日
常
貧
餓
死
。
上

田
能
富
通
老
在
我
、
何
説
食
。
於
是
賜
通
萄
接
近
銅
山
、
得
自
釣
銭
。
郡

氏
銭
布
天
下
、
其
富
加
此
。

果
し
て
、
色
菓
字
類
抄
が
別
名
と
し
て
掲
げ
る
「
銅
山
」
が
ど
ち
ら
の
故
事
に

基
い
た
も
の
な
の
か
即
断
し
か
ね
る
が
、
こ
れ
ら
色
菓
字
類
抄
に
登
敬
さ
れ
た

（10）

別
名
が
、
初
学
記
の
よ
う
な
類
書
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、

初
学
記
富
部
事
対
に
洪
書
検
事
伝
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
後
者
の
故

事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
の
「
銅
山
」
が
地
名
（
山
名
）
と
し
て
固
有
名
詞
で

あ
る
と
認
め
得
る
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
或
い
は
銅
を
座
す
る
山
と
い
う
意

味
で
普
通
名
詞
で
あ
る
と
も
考
え
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
便
宜
上
大
漢
和
辞

典
に
従
っ
て
山
名
と
解
し
て
お
く
。

中
国
に
お
け
る
「
銅
山
」
の
用
例
と
し
て
白
楽
天
の
「
贈
友
五
首
」
の
う
ち

の
第
三
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。

私
家
無
二
銭
鑓
t
平
地
無
t
「
銅
山
】

胡
為
秋
夏
税
　
歳
七
輪
こ
銅
銭
一

又
、
呉
王
醇
の
故
事
を
踏
ま
え
た
と
考
ら
れ
る
「
銅
山
」
の
例
と
し
て
飽
明
遠

の
「
煎
城
賦
」
中
に
使
用
さ
れ
た
も
の
が
見
出
せ
る
。
参
考
ま
で
に
掲
げ
る
。

当
二
昔
全
盛
之
時
一
（
中
略
）
撃
】
貨
塩
田
】
正
二
利
銅
山
】

（
文
選
巻
第
十
一
所
収
）

漢
書
の
本
邦
へ
の
伝
来
も
古
く
、
史
記
等
と
同
じ
く
奈
良
時
代
に
は
広
く
読

（11）

ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
日
本
書
紀
の
記
述
の
中
に
も
漢
書
の
表
現
に
よ
っ
た

（12）

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
邦
に
お
い
て
故
事
を
踏
ま
え
て
使
用
さ
れ
た
「
銅
山
」
の
用
例
は
、
次
の

二
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

に

フ

　

を

　

ル

　

を

　

サ

ウ

　

ハ

ン

ヤ

を

　

　

－

〇
割
地
形
－
容
常
失
r
理
。
顧
r
私
行
－
授
豊
思
レ
忠
。
暦
匝
只
是
銅

－

　

－

　

ク

　

ル

コ

ト

ハ

に

ヨ

ル

　

　

　

の

シ

キ

に

ー
山
動
。
在
レ
　
下
猶
困
二
金
－
穴
空
】
。
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
十

二
「
秋
夜
書
懐
室
諸
文
友
兼
南
隣
源
盛
土
」
藤
原
衆
海
）

チ

　

　

’

　

タ

ナ

　

ス

　

　

フ

　

一

　

セ

イ

　

　

ト

　

ニ

カ

リ

ク

ワ

ホ

ウ

○
以
こ
功
徳
一
普
皆
廻
－
向
銅
山
順
レ
風
一
之
請
与
日
月
t
　
倶
懸
花
封
レ

ノ

ル

　

ー

　

ヘ

イ

チ

　

　

’

　

ク

ト

メ

ラ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

（

了

マ

）

乗
レ
雲
一
之
拝
迎
二
審
－
秋
一
永
富
　
（
六
地
蔵
寺
木
江
都
督
納
言
願
文

集
巻
第
六
「
為
孝
批
千
日
前
」
）

前
者
は
、
宮
廷
に
お
い
て
す
同
位
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ひ
と
え
に
金
銭
あ

る
が
故
で
あ
り
、
下
位
に
沈
ん
で
い
る
の
は
金
銭
な
き
が
故
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
「
銅
山
」
を
単
純
に
固
有
名
詞
と
し
て
使
用
し
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
さ
り
と
て
銅
を
座
す
る
山
と
い
う
普
通
名
詞
と
し

て
解
釈
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
。
後
者
は
、
永
く
富
裕
で
あ
る
こ
と
を
願
う
場

面
で
「
銅
山
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
前
者
と
同
様
に
固
有
名
詞
や
銅
を
珪
す

る
山
の
意
の
普
通
名
詞
と
し
て
は
解
釈
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

「
銅
山
」
の
場
合
は
、
先
の
「
白
波
」
や
「
蓋
嶺
」
の
場
合
の
よ
う
に
形
態
上

の
省
略
を
直
接
用
例
を
用
い
て
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
銅
山
之
富
」

「
銅
山
之
利
」
　
「
銅
山
之
財
」
等
の
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
用
例
を
仮
定
し
た
場
合
、
右
の
二
例
は
「
銅
山
」
に
「
之
富
」
　
「
之

利
」
等
が
意
味
的
に
包
摂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

前
者
は
藤
原
衆
海
の
作
で
あ
る
が
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
落
書
の
内
容
か
ら
平
安
時
代
中
期
の
詩
人
と
考

（13）

え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
天
永
二
（
二
　
二
）
年
七
月
の
作
で
あ
る
。

47



糾
　
洛
　
　
川

「
洛
川
」
は
「
洛
水
」
の
こ
と
で
あ
り
、
陳
西
省
維
南
県
の
家
嶺
山
に
源
を

発
し
、
黄
河
に
入
る
川
で
あ
る
。
色
薬
字
机
抄
で
（
美
）
婦
人
の
別
名
と
さ
れ

て
い
る
「
洛
川
」
の
典
拠
は
初
学
記
美
婦
人
部
事
対
に
記
載
せ
ら
れ
る
よ
う

に
、
文
選
巻
第
十
九
所
収
、
哲
子
建
の
「
洛
神
賦
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
引
用
す
る
。

黄
初
三
年
、
余
朝
l
衰
師
一
、
還
済
こ
洛
川
一
。
古
人
有
覧
日
。
斯
水
之
神
、

名
目
こ
怒
妃
一
。
感
下
宋
玉
対
こ
楚
王
－
説
中
神
女
之
事
上
、
遂
作
二
期
賦
一
。
其

辞
日
、
余
従
こ
京
城
一
、
言
帰
こ
東
洋
】
。
背
こ
伊
間
一
、
越
一
杭
棺
一
。
経
一
滴
谷
∴
陵
こ

景
山
l
。
口
既
西
傾
、
串
殆
馬
桁
。
商
通
税
こ
鶏
乎
裾
皐
－
、
株
二
馴
乎
芝

田
】
。
容
ニ
ー
興
乎
楊
林
一
、
涜
ニ
ー
弼
乎
洛
川
一
。
於
レ
是
精
移
神
贋
、
忽
焉
思

散
。
傭
則
末
レ
察
、
仰
以
殊
レ
観
。
晒
二
一
m
人
、
干
最
之
畔
一
。
迎
接
こ
御

者
l
而
告
レ
之
日
、
商
有
レ
覿
二
於
彼
嘉
一
乎
。
彼
何
人
斯
、
若
レ
此
之
艶
也
。

御
者
対
日
、
臣
闘
河
洛
之
神
、
名
目
こ
応
妃
】
。
然
別
君
王
所
レ
見
、
無
二
遁

走
一
乎
。
其
状
若
付
。
臣
煩
悶
レ
之
。

余
告
レ
之
日
、
其
形
也
、
細
君
二
幣
鴻
】
、
娩
若
こ
遊
龍
－
。
栄
曜
二
秋
菊
－
、

華
茂
二
春
松
－
。
ぢ
覿
今
若
こ
軽
雲
之
蔽
P
月
、
瓢
組
合
若
二
流
夙
之
廻
P
雪
。

遠
而
望
レ
之
、
蚊
若
三
太
陽
升
こ
朝
霞
－
。
迫
而
察
レ
之
、
灼
若
三
芙
墳
田
二
洗

波l。

洛
川
の
神
必
妃
の
美
し
さ
か
ら
「
洛
川
」
が
（
美
）
婦
人
の
別
名
と
し
て
色

薬
字
析
抄
に
登
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
文
献
に
お
い
て
梗
用
さ

れ
る
「
浴
用
」
は
川
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
の
用
法
で
あ
り
、
（
美
）
婦
人
を

言
う
時
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
　
「
洛
川
神
」
、
つ
ま
り
「
洛
川
の
神
の
よ
う

な
美
婦
人
」
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

○
不
レ
信
巫
山
女
。
不
レ
信
洛
川
神
。
何
関
別
布
レ
物
。
還
是
傾
城
人
、
繹
共
二

陳
王
一
戯
、
曽
輿
一
宍
家
】
隣
。
　
（
王
台
新
詠
巻
第
八
「
敬
訓
劉
長
史
詠
名

士
悦
焼
城
」
劉
緩
）

○
姉
御
軍
日
向
捲
、
銀
花
議
慢
巡
。
柚
笛
二
光
緑
酒
一
、
許
看
こ
洛
川
神
一
。
（
白

楽
天
「
題
周
陪
大
夫
新
草
子
二
十
二
韻
」
）

本
邦
で
は
こ
の
骨
子
建
「
洛
神
賦
」
を
踏
ま
え
て
次
の
諸
例
の
よ
う
に
「
洛

川
」
を
使
用
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

○
春
園
桃
李
肉
限
眩
。
秋
水
桂
光
幾
酔
嬰
。
楚
澤
行
雲
克
復
有
。
洛
川
廻
彗

琉
遠
軽
。
封
著
狂
迷
三
界
怯
。
能
観
不
レ
取
法
身
清
。
（
日
本
古
典
文
学
大

系
本
続
性
雲
集
補
間
抄
巻
十
「
詠
十
喩
詩
」
）

○
幽
閏
人
。
粧
統
早
。
正
是
寒
食
節
。
共
憐
鍬
程
好
。
長
机
高
懸
こ
芳
枝
一
。

妨
究
励
々
仙
容
姿
。
玉
手
争
来
互
相
推
。
絨
腰
結
束
如
二
鳥
飛
l
。
初
疑
二

巫
損
行
雲
度
一
。
漸
似
二
洛
川
廻
雪
原
t
。
r
l
春
風
吹
休
休
日
軽
。
瓢
々
空
裡

無
二
厭
情
一
。
（
群
書
類
従
木
経
国
集
巻
第
十
一
「
雑
言
　
撤
抱
篇
一
首
」

太
上
天
自
己

キ
リ
ン
ノ
　
タ
マ
キ
ヲ
　
　
　
ス
　
　
　
ノ
ロ
ス
マ
ニ
フ
　
カ
7
ノ
　
　
　
八
　
二
　
キ
ロ

○
光
照
麒
麟
　
釧
（
反
）
番
所
鴛
禿
被
　
　
巫
－
吠
　
行
毒
試
恒
在
襟
上
。
洛
川

ハ

　

セ

リ

シ

ウ

ニ

廻
彗
常
虞
　
袖
中
。
（
東
京
大
学
本
「
玉
造
小
町
形
衰
記
」
　
「
袖
」
字
右

「
シ
ウ
」
ノ
右
勝
二
仮
名
「
ノ
」
ア
リ
。
声
点
省
略
。
）

こ
れ
ら
は
美
婦
人
を
形
容
す
る
た
め
に
「
洛
川
廻
雪
」
と
表
現
す
る
。
ま
さ
に

哲
子
建
「
洛
神
賦
」
の
「
瓢
楓
今
若
二
流
夙
之
廻
P
雪
」
と
い
う
部
分
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
る
。
又
、
美
婦
人
を
洛
川
の
神
に
た
と
え
て
「
洛
川
之
姫
」
と
す

る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
文
献
に
お
け
る
「
洛
川
神
」
に
通
ず
る
も
の
で

あ
る
。

シ

　

　

　

タ

ク

ヒ

　

　

　

　

テ

ヘ

　

　

フ

承
ル
如
（
ク
）
　
ハ
、
西
施
カ
〔
之
〕
類
音
殿
二
俣
ス
者
リ
、
巫
－
山
ノ
神
、
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シ
ヤ

洛
－
川
ノ
〔
之
〕
姫
、
猶
赫
面
（
ス
）
可
（
シ
ト
）
云
㌔
（
雲
州
往
来
下

（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
結
〕

7

4

オ

6

）

こ
れ
ら
本
邦
に
お
け
る
「
洛
川
」
の
例
は
総
て
固
有
名
詞
と
し
て
の
用
法
で

あ
っ
て
、
色
薬
字
類
抄
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
な
（
美
）
婦
人
の
別
名
と
し
て
の

用
法
で
は
な
い
。
「
洛
川
」
が
川
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
以
外
に
用
い
ら
れ
る

も
の
は
、
寛
和
元
（
九
八
五
）
年
六
月
に
作
ら
れ
た
慶
滋
保
胤
の
「
為
二
品
長

公
主
四
十
九
日
願
文
」
の
中
に
見
ら
れ
る
。

ニ
シ
て
　
メ
て
　
　
　
セ
リ
　
タ
ヒ
エ
ム
て
　
タ
ヒ
カ
ヘ
リ
ミ
ル
　
に

公
－
主
・
春
－
秋
十
⊥
個
丁
五
　
初
　
入
⊥
円
。
一
●
咲
　
再
－
顆
・
既
－
是

シ

ス

ト

云

コ

ト

　

レ

イ

ナ

ヲ

羅
－
山
之
哲
－
容
。
玄
「
畳
翠
－
妖
・
琴
二
不
二
洛
－
川
之
Ⅲ
－
質
】
。
（
久
遠
寺
蔵

本
朝
文
粋
巻
第
十
四
）

十
五
歳
で
入
内
し
た
内
親
王
の
美
し
さ
を
述
べ
た
部
分
で
あ
り
、
髪
、
眉
の
様
子

を
役
の
美
婦
人
と
し
て
有
名
な
洛
川
の
神
の
如
し
と
言
う
。
こ
の
場
合
、
「
洛

川
」
は
、
川
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
（
美
婦
人
で
有
名
な
）
洛
川
の
神
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
例
を
そ
の
ま
ま
美
婦
人
の
別
名
（
異
名
）

と
し
て
「
洛
川
＝
美
婦
人
」
の
図
式
に
当
る
用
法
で
あ
る
と
は
認
め
難
い
。
そ

し
て
「
洛
川
之
美
婦
人
」
と
す
る
用
例
も
見
出
し
待
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
別
名
（
異
名
）
と
い
う
こ
と
を
離
れ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
例
と
同
じ
く
、
形
態
の
上
で
は
「
洛
川
（
之
）
神
」
或
い
は
「
洛

川
之
姫
」
の
「
（
之
）
神
」
　
「
之
姫
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
意
味
的
に

は
「
（
之
）
神
」
　
「
之
姫
」
が
「
洛
川
」
に
包
摂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

同
　
局
　
江

自
氏
六
帖
事
類
箕
錦
部
に
「
局
有
濯
錦
江
」
と
あ
る
よ
う
に
、
局
の
地
（
四

川
省
）
に
あ
る
川
の
名
を
「
局
江
」
と
い
う
。
筍
の
人
々
は
こ
の
川
に
糸
を
さ

ら
し
て
銅
を
織
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
特
に
こ
の
喝
の
地
で
結
っ
た
錦
を
「
筍

錦
」
と
い
う
。

振
レ
結
須
レ
長
不
レ
須
レ
白
。
越
丑
・
筍
釦
金
粟
尺
。
（
杜
H
「
白
紙
行
」
）

色
薬
字
炉
抄
で
は
錦
の
別
名
（
異
名
）
と
し
て
「
萄
江
」
を
掲
げ
る
が
、
中
国

文
献
に
は
固
有
名
詞
の
用
法
し
か
見
ら
れ
ず
、
錦
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
時
に

は
右
に
掲
げ
た
杜
甫
「
白
紙
行
」
の
よ
う
に
「
萄
錦
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

本
邦
で
も
錦
と
舅
江
と
は
関
連
づ
け
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
萄

江
」
は
固
有
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
主
で
、
錦
を
言
う
に
は
「
菊
江

（
之
）
錦
」
と
表
現
す
る
。
次
に
掲
げ
る
。

を

　

　

　

　

に

　

ソ

ミ

ン

サ

ン

　

　

　

　

を

○
不
－
1
尋
二
夫
－
錦
於
萄
江
之
水
】
・
何
見
二
架
－
爛
之
清
⊥
又
㌔
　
（
久
遠
寺
蔵
本

朝
文
粋
巻
第
八
「
沙
門
敬
公
集
序
」
源
順
）

○
暖
露
湿
。
第
両
湿
。
如
レ
固
轟
江
之
蛙
準
。
五
彩
新
。
九
文
新
。
（
新
訂

増
補
国
史
大
系
本
朝
続
文
粋
巻
第
九
「
七
言
暮
春
侍
御
史
大
王
雷
閣
同
賦

花
開
皆
錦
机
応
教
詩
一
首
」
文
輩
博
士
キ
滋
為
政
）

サ
イ
チ
ッ
キ
ル
ニ
シ
ヰ
ヲ
ク
リ
　
シ
ヨ
ク
カ
ウ
　
ル
ノ
　
ミ
ゴ
H
ソ

○
彩
峡
前
㌻
．
鋪
】
出
二
　
萄
江
之
春
　
波
　
（
六
地
蔵
寺
本
江
都
督
納
言
閉

文
集
「
同
（
白
河
）
院
金
泥
l
切
経
供
養
御
願
文
」
）

○
林
花
多
落
研
一
沙
軍
。
浮
水
軽
距
神
也
神
。
巴
吠
紅
粧
流
不
㌔
聖
二
萄
江

錦
彩
濯
耐
新
。
（
群
書
類
従
本
法
性
寺
関
白
御
集
「
浮
水
落
花
多
」
）

○
沈
紫
檀
以
下
唐
木
厨
子
数
脚
在
レ
之
。
其
内
所
レ
約
着
。
牛
玉
。
犀
角
。
魚

苗
。
水
牛
角
。
紺
瑠
璃
等
墾
金
沓
。
玉
喝
金
花
撃
印
璽

覇
江
錦
直
垂
。
不
レ
怨
稚
。
金
造
机
。
銀
造
猫
。
瑠
璃
感
炉
。
南
庭
百

轟
－
一
。
等
也
。
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
吾
妻
鋲
、
文
治
五
年
八
月
二
十
二

日
）
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○
綺
羅
充
満
し
て
、
堂
上
花
の
如
し
。
軒
騎
群
集
し
て
、
門
前
市
を
な
す
。

楊
州
の
金
、
荊
州
の
珠
、
呉
郡
の
綾
、
菊
江
の
錦
、
七
珍
万
宝
一
と
し
て

開
た
る
事
な
し
。
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
平
家
物
語
「
吾
身
巣
花
」
）

こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
菊
江
」
の
固
有
名
詞
と
し
て
の
用
法
の
他
に

次
に
掲
げ
る
よ
う
な
例
が
あ
る
。

シ

ウ

カ

、

．

，

ノ

ニ

ソ

サ

ン

　

マ

ユ

ニ

タ

リ

フ

ン

カ

　

モ

ノ

　

へ

ニ

シ

ヨ

ク

カ

ウ

　

ロ

　

ク

　

ム

シ

寿
銃
中
楚
山
之
焙
巳
老
　
文
君
衣
上
　
萄
－
江
之
色
漸
寒
（
六
地
蔵

寺
本
江
都
督
納
言
疏
文
集
巻
第
五
「
顕
季
卿
室
千
日
講
給
餌
々
文
」
）

こ
れ
は
天
承
元
（
一
一
三
一
）
年
作
の
顧
文
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
藤

原
朗
卒
の
妻
が
そ
の
一
門
の
柴
草
を
述
べ
た
後
、
年
月
を
経
た
今
は
歳
を
と
っ

て
し
ま
っ
た
と
言
う
場
面
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
「
銃
の
中
の
自
分
の
所
に
は

老
い
が
目
立
ち
、
若
い
頃
着
て
い
た
き
ら
び
や
か
な
錦
の
衣
装
も
色
あ
せ
て
き

た
。
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
萄
江
」
は

固
有
名
詞
で
は
な
く
「
菊
江
之
錦
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
形
態
の

上
で
は
「
萄
江
之
錦
」
の
「
之
錦
」
が
省
略
さ
れ
、
意
味
的
に
は
「
之
錦
」
が

「
萄
江
」
に
包
摂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

こ
れ
ま
で
に
「
泉
」
　
「
富
」
「
（
美
）
婦
人
」
　
「
錦
」
の
各
々
別
名
（
異
名
）

と
し
て
色
葉
芋
類
抄
に
登
敬
さ
れ
た
「
錠
飢
」
「
銅
山
」
　
「
洛
川
」
「
燭
江
」

の
各
語
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
こ
の
中
で
「
洛
川
」
は
「
（
美
）
婦

人
」
の
別
名
（
異
名
）
と
し
て
「
洛
川
＝
（
美
）
婦
人
」
と
い
う
図
式
に
当
る
用

法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
語
と
も
中
国
文
献
に
お
け

る
用
法
で
は
固
有
名
詞
の
用
法
し
か
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
本
邦
で

は
形
態
上
、
意
味
上
の
変
容
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
、
く
り
返
し
ま
と

め
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

＜
形
態
＞

●
義
損
之
鬼
・
・
・
・
・
・
1
蓋
揖

●
（
銅
山
之
富
）
1
銅
山

●
洛
川
之
神
・
・
・
1
1
洛
川

●
局
江
之
錦
・
・
・
1
萄
江

＜
意
味
＞

●
蓋
損
之
泉
－
・
1
差
損

●
（
銅
山
之
富
）
－
－
1
銅
山

●
活
用
之
神
－
1
洛
川

●
菊
江
之
錦
－
1
掘
庄

（
「
之
泉
」
の
省
略
）

（
「
之
富
」
の
省
略
）

（
「
之
神
」
の
省
略
）

（
「
之
銅
」
の
省
略
）

（
「
之
泉
」
の
包
摂
）

（
「
之
富
」
の
包
摂
）

（
「
之
神
」
の
包
摂
）

（
「
之
錦
」
の
包
摂
）

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
検
討
を
加
え
た
四
語
は
形
態
、
意
味
の
両
面
に
お
い

て
共
通
の
変
化
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
変
化
は
本
来
の
固

有
名
詞
の
意
味
用
法
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
句
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
が

あ
る
時
期
を
画
し
て
形
態
上
の
省
略
、
意
妹
上
の
包
摂
が
な
さ
れ
、
句
形
式
の

表
現
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
時
代
を
通
し
て
本
来
の

固
有
名
詞
と
し
て
の
用
法
は
行
わ
れ
て
お
り
、
句
形
式
の
表
現
が
行
わ
れ
て
い

る
、
そ
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
色
薬
字
類
抄
に
別
名
（
異
名
）
と
し
て
登
載
さ
れ
た
漢
語
を
取
上

げ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
問
題
を
更
に
広
げ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な
、
本
来
固
有
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
て
、

特
定
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
は
句
形
式
の
表
現
が
と
ら
れ
る
は
ず
の
漢
語

が
形
態
上
の
省
略
、
意
味
上
の
包
摂
に
ょ
っ
て
そ
の
意
味
用
法
を
変
ず
る
の
ほ

所
謂
異
名
（
別
名
）
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
う
と
、

本
来
固
有
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
A
」
と
い
う
漢
語
を
用
い
て
、
あ
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る
特
定
の
意
味
を
「
A
之
B
」
と
い
う
句
を
も
っ
て
表
現
し
て
い
た
も
の
が
、

形
態
上
「
之
B
」
の
省
略
、
意
味
上
「
之
B
」
の
包
摂
と
い
う
変
化
に
よ
っ

て
、
「
A
」
そ
の
も
の
で
「
A
之
B
L
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
、
独
り
異
名
（
別
名
）
と
い
う
い
わ
ば
特
殊
な
漢
語
に
限
ら

れ
る
の
で
は
な
く
て
、
本
邦
に
お
け
る
浬
語
の
意
味
用
法
の
変
化
の
ひ
と
つ
の

型
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。

こ
の
観
点
に
立
ち
、
次
に
「
会
稽
」
と
い
う
漢
語
を
取
上
げ
て
少
し
く
検
討

し
て
み
た
い
と
思
う
。

五

「
臥
薪
嘗
胆
」
で
有
名
な
中
田
春
秋
時
代
の
呉
王
夫
差
と
越
王
勾
践
と
の
戦

い
は
更
に
「
会
倍
の
恥
を
雪
ぐ
」
と
い
う
言
葉
を
も
生
み
出
し
て
い
る
。

先
に
父
関
原
を
勾
践
の
た
め
に
失
っ
た
夫
差
は
越
を
討
と
う
と
日
夜
兵
を
勒

す
。
そ
れ
を
耳
に
し
た
勾
践
は
呉
の
起
つ
前
に
こ
れ
を
討
た
ん
と
し
て
記
銘
の

諌
め
も
聞
か
ず
出
兵
す
る
。
し
か
し
、
夫
差
に
ょ
っ
て
夫
椒
に
破
れ
、
会
稽
山

に
囲
ま
れ
絶
体
絶
命
の
窮
地
に
陥
る
。
勾
践
は
夫
差
の
臣
と
な
る
と
い
う
屈
辱

の
宋
赦
さ
れ
る
。
勾
践
は
国
に
帰
っ
て
か
ら
そ
の
恥
辱
を
報
ぜ
ん
が
た
め
、
胆

を
嘗
め
て
時
を
待
ち
遂
に
呉
を
討
つ
。
史
記
巻
第
四
十
一
、
越
世
家
の
中
か
ら

い
く
つ
か
関
連
す
る
記
述
を
掲
げ
る
。

○
越
王
乃
以
除
兵
五
千
人
保
棲
於
会
稽
。
呉
王
追
両
国
之
。

○
呉
既
赦
越
、
越
王
勾
践
反
国
。
乃
苦
身
焦
思
、
閉
路
於
坐
、
坐
臥
即
仰

臍
、
飲
食
亦
笛
的
也
。
日
「
女
忘
会
稽
之
恥
邪
。
」
身
自
耕
作
、
夫
人
自

純
、
食
不
加
肉
、
衣
不
重
采
、
折
節
下
賢
人
、
厚
遇
賓
客
、
振
貧
弔
死
、

興
百
姓
同
其
労
。

中
国
の
詩
人
達
は
多
く
の
詩
文
の
中
に
こ
の
呉
王
夫
差
と
越
王
勾
践
の
興
亡

を
踏
ま
え
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。
次
に
六
朝
時
代
の
文
選
と
唐
代
の
李
白
の

詩
の
中
か
ら
引
用
す
る
。

○
昔
氾
詫
不
レ
殉
こ
会
稽
之
恥
】
、
甘
汰
不
レ
死
二
三
敢
之
辱
】
。
（
文
選
巻
第
四

十
一
「
答
蘇
武
書
」
李
少
卿
）

○
勾
践
奉
一
種
幻
漂
庸
一
弧
「
城
田
呉
一
、
撃
套
浩
之
恥
一
。
（
文
選
巻
的
五
十

四
「
子
講
徳
論
一
首
」
王
子
淵
）

○
元
悉
皆
将
天
。
疲
人
散
こ
幽
草
一
。
欝
川
無
二
活
鱗
l
。
挙
邑
牢
二
遺
老
】
。
響

レ
彗
こ
会
稽
恥
一
。
将
レ
葬
一
宛
陵
道
一
。
（
「
憎
従
孫
義
興
宰
銘
」
李
白
）

三
例
と
も
「
会
稽
（
之
）
恥
」
或
い
は
「
雪
一
会
括
（
之
）
恥
こ
と
い
う
表
現

を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文
選
の
二
例
は
直
接
呉
三
夫
差
、
越
王
勾
践
の
事

を
言
う
の
に
対
し
て
李
白
の
詩
は
異
な
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
李
白
の
従

孫
（
兄
弟
の
孫
）
、
義
興
県
の
県
令
で
あ
る
李
銘
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
中
で
先
ず
彼
の
文
才
等
の
才
能
の
析
稀
な
る
こ
と
を
述
べ
、
未
だ
一
度
も
会

っ
て
い
な
い
事
を
遺
憾
で
あ
る
と
し
た
後
、
先
掲
の
文
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ

は
上
元
年
間
の
劉
展
の
乱
の
事
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
乱
の
余
波
を
被
り
、
人

々
が
逃
げ
去
り
一
邑
の
中
に
老
人
さ
え
も
居
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
彼
李

銘
は
会
稽
の
恥
を
雪
ぐ
こ
と
を
誓
っ
て
宛
陵
に
走
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
李
白
の
こ
の
詩
で
は
「
雪
こ
会
桔
恥
こ
と
い
う
こ
と
が
呉
越
の
興
亡
を

直
接
言
う
の
で
ほ
な
く
、
屈
辱
を
晴
ら
す
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

る
。本
邦
に
史
記
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
古
く
、
聖
徳
太
子
の
十
七
粂
憲
法
に
は
史

（15）

記
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
史
記
が
漢
書
、
後
漢
書
と
共
に
大
学
寮
で
盛

ん
に
学
習
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
天
平
七
（
七
三
五
）
年
に
吉
備
真
備
が
帰

（16）

朝
し
て
後
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
宮
廷
に
お
け
る
史
記
の
進
講
も
九
世
紀

後
半
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
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○
是
日
。
帝
（
清
和
天
皇
）
始
読
二
史
記
一
。
参
議
大
江
朝
臣
音
人
侍
読
。
少

内
記
惟
良
高
尚
為
二
都
講
一
。
（
日
本
紀
略
、
貞
観
十
七
（
八
七
五
）
年
四
月

二
十
八
日
）

○
右
大
臣
（
道
真
）
宜
。
令
三
従
五
位
上
行
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士
藤
原
朝

臣
菅
根
調
二
史
記
嘉
。
（
獅
賢
符
宜
抄
第
九
「
請
書
」
昌
堅
一
（
八
九
九

）
年
五
月
十
一
日
）

○
被
二
右
大
臣
（
道
真
）
宰
倍
。
令
下
文
章
博
士
従
五
位
下
三
善
宿
祢
清
行

講
中
土
兄
前
文
章
博
士
藤
原
朝
臣
菅
根
所
l
読
遺
乏
史
記
上
着
。
（
同
右
、
昌

泰
三
年
六
月
十
三
日
）

呉
越
の
興
亡
の
故
事
を
踏
ま
え
た
「
会
稽
之
恥
」
と
い
う
表
現
が
本
邦
に
お

け
る
洪
詩
文
の
中
で
用
い
ら
れ
る
の
は
、
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
八
月
に
上

〓
二
こ

表
せ
ら
れ
た
藤
原
広
嗣
の
「
上
文
（
聖
）
武
天
皇
劾
僧
正
玄
坊
等
表
」
が
管
見

（17）

に
入
っ
た
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
一
部
を
掲
げ
る
。

我
聖
朝
之
為
レ
国
也
。
光
ニ
ー
宅
日
本
】
。
臨
二
長
安
一
而
並
明
。
包
l
「
括
萬

邦
一
。
対
二
店
事
以
争
レ
雄
。
但
唐
王
恒
云
。
天
無
二
両
日
一
。
地
無
主
事
。

無
二
大
店
】
則
日
本
。
無
二
日
本
一
則
大
唐
。
宝
石
二
束
帝
西
帝
者
】
平
。
遂
狭

義
心
】
。
窺
二
我
上
国
一
者
。
歳
己
長
也
。
苦
闘
新
羅
虎
狼
商
。
心
含
二
会

稽
之
恥
一
。
畜
二
勾
践
之
怨
－
。
祈
ニ
ー
蒋
群
撃
。
詳
細
国
家
嘉
。
日
亦
久

乎
。
北
秋
蝦
夷
。
西
戎
隼
俗
。
狼
性
易
レ
乱
。
野
心
難
レ
馴
。
往
古
巳
来
。

中
国
有
レ
堅
則
後
服
。
朝
堂
有
レ
変
則
先
叛
。
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
朝

文
央
所
収
）

こ
の
他
、
次
に
抱
げ
る
よ
う
な
用
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
実
平
重
申
云
。
今
別
離
者
。
後
大
事
也
。
公
私
全
レ
命
。
廻
l
計
於
外
嘉
。

蓋
レ
雪
二
会
稽
之
恥
】
故
云
㌔
依
レ
之
皆
分
散
。
悲
涙
遮
レ
限
。
行
歩
失
レ
道
云

㌔
　
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
所
収
吾
妻
鏡
治
承
四
年
八
月
廿
四
日
）

○
大
内
冠
者
（
惟
義
）
飛
脚
重
参
着
。
巾
云
。
去
十
九
日
酉
起
。
与
平
家
餃

党
等
一
合
戦
。
逆
徒
敗
北
。
討
亡
者
九
十
鉄
人
。
（
中
略
）
惟
義
已
雪
二
会

稽
之
恥
－
。
可
レ
預
二
抽
賞
】
欺
云
㌔
　
（
同
右
元
暦
元
年
八
月
二
日
）

○
左
街
門
少
尉
源
義
経
乍
レ
恐
中
上
侯
。
意
趣
者
。
被
レ
按
二
御
代
官
其
二
。

為
1
勅
宣
之
御
使
】
。
伍
二
朝
敵
細
。
固
一
累
代
弓
箭
之
芸
一
。
雪
こ
会
稽
恥

辱
】
。
可
レ
被
二
抽
賞
－
之
出
。
思
外
依
こ
虎
口
箪
言
】
。
被
レ
郡
「
止
莫
大
之

勲
功
一
。
（
同
右
元
暦
二
年
五
月
源
義
経
書
状
）

○
山
門
の
大
衆
、
六
波
岸
へ
は
よ
せ
ず
し
て
、
す
ぞ
ろ
な
る
清
水
寺
に
お
し

ょ
せ
て
、
併
閥
僧
坊
一
宇
も
の
こ
さ
ず
焼
き
は
ら
ふ
。
是
は
さ
ん
ぬ
る
御

葬
送
の
夜
の
会
稽
の
恥
を
雪
め
む
が
為
と
ぞ
き
こ
え
し
。
（
日
本
古
典
文

学
大
系
水
平
家
物
語
「
清
水
寺
炎
上
」
）

○
源
氏
の
勢
、
大
将
軍
は
う
た
れ
ぬ
、
わ
れ
さ
き
に
と
ぞ
落
行
け
る
。
平
家

は
水
嶋
の
い
く
さ
に
勝
て
こ
そ
、
会
稽
の
恥
を
ば
雪
め
け
れ
。
（
同
右
「

水
嶋
合
戦
」
）

○
さ
て
も
維
盛
卿
の
子
息
は
何
と
候
や
ら
ん
。
昔
頼
朝
を
相
し
給
ひ
し
や
う

に
、
朝
の
怨
敵
を
も
ほ
ろ
ぼ
し
、
会
稽
の
恥
を
も
雪
む
べ
き
も
の
に
て
朕

か
。
（
同
右
「
六
代
被
所
」
）

○
平
家
の
兵
、
兵
船
を
揃
へ
し
時
に
、
相
野
の
別
当
の
、
杵
現
の
御
剣
を
中

（
し
）
下
し
て
賜
は
り
L
を
、
信
心
を
致
し
た
り
L
に
依
り
て
や
、
三
年

に
朝
敵
を
平
ら
げ
て
、
義
朝
の
会
稽
の
恥
を
も
雪
ぎ
た
り
き
。
（
日
本
古

典
文
学
大
系
本
義
経
記
「
忠
信
吉
野
に
留
ま
る
事
」
）

こ
れ
ら
は
総
て
呉
越
の
興
亡
を
踏
ま
え
、
過
去
の
恥
辱
を
雪
ぐ
と
い
う
意
味

で
「
雪
二
会
稽
（
之
）
恥
こ
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の

「
会
稽
」
は
越
王
勾
践
が
呉
三
夫
差
に
囲
ま
れ
た
「
会
桔
山
」
を
指
し
、
中
国

に
お
け
る
用
法
と
同
じ
く
、
所
謂
地
名
（
固
有
名
詞
）
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
本
邦
で
は
単
純
に
地
名
で
あ
る
と
は
な
し
難
い
例
が
あ
る
。
こ

（18）

れ
は
巳
に
日
本
国
語
大
辞
典
、
佐
藤
喜
代
治
氏
の
触
れ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、

今
一
度
用
例
を
も
と
に
検
討
し
て
み
た
い
。
先
ず
、
其
福
寺
本
将
門
記
の
中
よ

り
用
例
を
掲
げ
て
み
る
。

チ

　

　

　

ヌ

　

　

　

　

　

エ

‖
（
東
平
五
年
十
月
廿
一
日
）
将
門
有
運
（
反
）
既
勝
。
良
正
無
運
（
反
）
逐
負
也
。

ニ

　

’

ス

タ

イ

　

’

（
中
略
）
然
－
而
依
於
会
懲
之
探
（
反
）
尚
発
敵
対
之
心
（
反
）
（
4
8
）

ニ

カ

　

　

　

　

　

　

　

カ

マ

ヘ

チ

　

ヲ

　

ニ

　

ス

は
（
経
基
）
仇
為
報
興
世
王
将
門
等
之
会
窯
反
）
巧
虚
土
呂
於
心
中
（
反
）
奏

’

　

　

ニ

謀
叛
之
由
於
大
官
（
反
）
（
禦
ウ

ヲ

ミ

二

7

シ

フ

ト

用
件
介
良
兼
不
忘
本
意
之
怨
（
反
）
尚
欲
遂
（
待
）
会
智
之
心
（
反
）
（
豊

川
今
件
貞
盛
。
将
門
会
博
未
遂
（
反
）
欲
報
（
反
）
難
忘
（
反
）
（
豊

ノ

ト

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

タ

H

ソ

用
内
外
之
塊
。
成
身
内
娩
（
反
）
会
博
之
報
。
退
　
会
循
之
敵
（
反
）
（
4
2
9
）

の
川
の
例
で
は
「
会
措
（
懇
）
」
が
「
会
括
之
恥
」
或
い
は
「
会
稽
之
怨
」
の
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
糾
用
で
は
「
雪
二
会
稽
之
恥
こ
の
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
間
の
例
は
意
味
不
分
明
で
あ
る
が
、
「
会

標
の
恥
を
雪
め
む
と
す
る
も
逆
に
会
稽
の
恥
を
か
か
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
」
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
単
に
固
有
名
詞
（
地
名
）

と
し
て
は
解
釈
し
切
れ
な
い
「
会
稽
」
の
用
法
は
他
に
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
例

に
見
ら
れ
る
。

＜
「
会
稽
之
恥
」
の
意
味
＞

r
隆
家
L

O
深
更
拾
遺
納
言
過
云
、
今
朝
於
左
府
門
前
、

是
既
一
日
会
括
、
欲
答
報
者
、
気
色
非
常
、

然
之
由
、
快
諾
退
帰
、
両
脚
門
定
有
事
欺
。

寛
弘
二
年
正
月
五
日
）

r
諒
倍
』

為
右
街
門
督
率
被
推
折
椙
、

念
恕
無
極
、
余
再
三
陳
不
可

（
大
日
本
古
記
録
中
右
記
、

○
武
蔵
国
畠
山
次
郎
重
患
。
且
為
誌
二
平
氏
重
恩
】
。
且
為
レ
雪
こ
由
比
酒
会

準
。
欲
レ
翠
ニ
ニ
浦
之
撃
。
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
吾
妻
銃
、
治
承
四
年

八
月
廿
六
日
）

＜
「
雪
二
会
稽
之
恥
こ
の
意
味
＞

脱
字
力

○
有
御
仏
名
事
、
（
中
略
）
所
衆
武
者
所
自
去
年
御
仏
名
夜
有
・
等
畢
万
々
・

事
末
始
之
前
、
武
者
等
打
所
衆
徒
著
、
事
了
後
所
衆
等
為
会
轄
虻
相
待
、

武
者
所
成
怖
不
参
入
、
所
衆
分
散
後
経
数
刻
参
入
、
（
増
補
史
料
大
成
長

秋
記
、
元
永
二
年
十
二
月
十
日
）

○
去
平
治
二
年
正
月
。
於
こ
禎
袖
之
内
】
。
準
交
野
之
後
。
‖
依
二
継
父
一
條

大
蔵
卿
長
成
之
扶
持
】
。
為
二
出
家
】
登
ニ
l
山
鞍
馬
㌔
　
軍
成
人
之
時
－
。
頻

健
二
会
轄
之
思
一
。
手
日
加
こ
首
嬰
。
悼
二
秀
衡
之
猛
撃
。
下
ニ
⊥
何
千
奥

州
一
。
歴
－
－
多
年
一
也
。
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
吾
妻
銃
、
治
承
四
年
十
月
廿

一
日
）

〇
五
郎
申
云
。
討
こ
枯
経
一
事
。
為
′
雪
こ
父
戸
骸
之
恥
一
。
遂
置
一
身
鬱
憤
之

志
壷
。
自
二
枯
成
九
歳
。
時
致
七
歳
之
年
一
以
降
。
頻
挿
二
会
稽
之
存
念
】
。

片
時
無
レ
忘
。
而
遂
菜
レ
之
。
（
同
右
建
久
四
年
五
月
廿
九
日
）

○
今
暁
比
企
藤
四
郎
右
街
門
尉
随
員
。
千
葉
平
次
兵
衛
尉
常
秀
為
二
使
節
－
俄

〔
毅
経
〕

以
上
洛
。
是
前
備
前
守
行
家
。
大
夫
判
官
義
顕
残
党
等
テ
レ
今
在
一
⊥
仔
於

海
道
辺
一
。
伺
二
今
度
御
上
洛
之
次
一
。
欲
レ
遂
こ
会
稽
本
草
之
由
。
巷
説
出

来
之
問
。
依
缶
レ
為
二
路
次
陣
等
l
。
先
於
二
駅
々
毒
l
「
聞
子
細
一
。
事
若

巽
者
。
昭
一
秘
計
奇
こ
拐
取
乏
旨
。
含
二
将
命
】
云
々
。
（
同
右
建
久
六
年
二

月
十
二
日
）

○
昔
唐
の
会
昌
天
子
、
軍
兵
を
も
て
仏
法
を
ほ
ろ
ぼ
さ
し
め
し
時
、
活
掠
山

の
衆
、
合
戦
を
い
た
し
て
こ
れ
を
ふ
せ
く
。
王
権
猶
か
く
の
如
し
。
何
況

や
謀
叛
八
逆
の
輩
に
お
い
て
を
や
。
就
レ
中
に
南
京
は
例
な
く
て
罪
な
き

長
老
を
配
流
せ
ら
る
。
今
度
に
あ
ら
ず
は
、
何
日
か
会
穂
を
と
げ
ん
。
ね
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が
は
く
は
、
衆
徒
、
内
に
は
仏
法
の
破
滅
を
た
す
け
、
外
に
は
悪
逆
の
伴

類
を
退
け
ば
、
同
心
の
い
た
り
本
懐
に
足
ぬ
べ
し
。
（
日
本
古
典
文
学
大

系
本
平
家
物
語
「
南
都
牒
状
」
）

呉
越
の
会
稽
山
を
め
ぐ
る
興
亡
を
踏
ま
え
た
「
雪
二
会
桔
之
嬰
」
と
い
う
表

現
は
、
形
態
の
上
で
は
「
之
恥
」
を
省
略
さ
れ
、
意
妹
の
上
で
は
「
之
恥
」
が

包
摂
さ
れ
て
、
「
雪
こ
会
稽
l
」
　
（
吾
妻
銃
治
承
四
年
八
月
廿
六
日
の
例
）
の
よ

う
な
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。
更
に
「
雪
」
を
も
形
態
の
上
で
は
省
略
し
、

意
味
の
上
で
は
包
摂
し
て
「
遂
こ
会
桔
之
心
こ
（
将
門
記
糊
の
例
）
や
「
為
二
会

穂
】
相
待
」
（
長
秋
記
の
例
）
の
よ
う
な
表
現
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
者
の
変
化
は
先
に
述
べ
た
「
白
波
」
以
下
の
五
語
と
同
様
の
変
化
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

六

い
く
つ
か
の
漢
語
を
取
上
げ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
色
薬
芋

類
抄
に
別
名
（
異
名
）
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
漢
語
の
う
ち
、
本
来
固
有
名

詞
で
あ
り
、
あ
る
特
定
の
意
味
を
表
わ
す
た
め
に
旬
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
た

も
の
の
中
に
は
、
形
態
上
の
省
略
、
意
味
上
の
包
摂
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
用

法
を
変
化
さ
せ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
更
に
そ
の
変
化
は

「
会
措
」
の
例
の
検
討
に
よ
り
、
独
り
別
名
（
異
名
）
と
い
う
性
格
を
有
す
る

漢
語
の
み
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
邦
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化
の
ひ
と

つ
の
型
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
と
い
う
手
掛
り
も
得
ら
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
回
は
固
有
名
詞
出
自
の
洪
語
に
限
定
し
て
の
検
討
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
、
本
邦
に
お
け
る
漢
語
の
意
妹
用
法
の
変
化
の
型
と
い
う
観
点
で
考
え
て

ゆ
く
な
ら
ば
、
固
有
名
詞
出
自
の
漢
語
に
の
み
限
定
さ
れ
る
意
味
用
法
の
変
化

で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
「
A
之
B
」
－
・
．
1
「
A
」
と
い
う

図
式
で
表
現
し
得
る
変
化
の
型
の
中
で
、
固
有
名
詞
出
自
以
外
の
漢
語
も
同
様

の
変
化
を
す
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
後
は
右
の
問
題
を
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
意
味
用
法
の
変
化
が
生
ず
る
時
代

が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
の
か
、
或
い
は
全
く
個
々
の
漢
語
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
問
題
、
又
、
こ
れ
ら
の
意
味
用
法
の
変
化
の
原
因
に
つ
い
て

考
察
を
深
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
（
1
）
　
拙
稿
「
白
波
1
盗
賊
異
名
の
成
立
－
－
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第

四
十
五
巻
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
。

（
2
）
　
棚
板
一
成
「
色
尭
字
類
抄
の
一
語
彙
群
」
国
語
学
三
十
三
租
、
昭
和
三

十
三
年
六
月
。

（
3
）
　
拙
稿
「
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
類
書
の
受
容
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要

四
十
四
巻
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
。

（
4
）
　
「
蓋
損
」
は
畳
字
部
に
お
い
て
「
　
－
　
名
」
注
記
せ
ら
れ
て
い
な
い
が

「
鬼
イ
ツ
ミ
」
の
下
に
「
節
姑
」
　
「
台
山
」
と
と
も
に
中
書
せ
ら
れ
て
い
る

所
か
ら
火
の
別
名
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
「
洛
川
」
は
畳
字
部
に
お
い
て

「
婦
人
名
」
と
注
記
せ
ら
れ
て
い
る
が
「
美
婦
人
」
の
下
に
「
西
施
」
「
緑

珠
」
と
と
も
に
小
吉
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
西
施
」
　
「
緑
珠
」
は
畳
字
部
に

お
い
て
各
々
「
美
女
名
」
　
「
美
術
人
名
」
と
注
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
俄
か

に
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
（
美
）
婦
人
の
別
名
と
考
え
て
お
く
。

（
5
）
　
中
国
文
献
で
の
用
例
の
調
査
に
使
用
し
た
辞
書
、
索
引
頬
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
（
以
下
も
同
じ
）
。

大
洪
和
辞
典
、
例
文
韻
府
、
陸
機
詩
索
引
（
後
藤
秋
正
編
著
）
、
謝
霊
運
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詩
索
引
（
興
膳
宏
編
）
、
謝
宜
城
詩
一
字
索
引
（
塩
見
邦
彦
編
著
）
、
文

選
索
引
（
斯
波
六
郎
編
）
、
王
台
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
其
天

福
）
、
孟
浩
然
詩
索
引
（
中
国
学
術
考
究
全
編
）
、
王
昌
齢
詩
索
引
（
芳

村
弘
道
編
）
、
李
白
歌
詩
索
引
（
花
房
英
樹
編
）
、
王
維
詩
索
引
（
京
都

大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
編
）
、
杜
詩
（
姶
併
燕
京
学
祉
引
得

特
刊
1
4
）
、
埠
参
歌
詩
索
引
（
新
免
恵
子
編
）
、
白
楽
天
詩
（
『
白
楽
天

全
詩
集
』
佐
久
節
訳
註
）
、
柳
宗
元
歌
詩
索
引
（
前
川
幸
雄
編
）
、
李
商

隠
詩
索
引
（
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
李
商
隠
詩
索
引
編
集
班
編
）
、

世
説
新
語
索
引
附
原
文
（
高
橋
清
編
）
、
王
藁
之
の
書
翰
（
森
野
繁
夫

・
佐
藤
利
行
）

岡
田
正
之
『
日
本
洪
文
学
史
』
昭
和
四
年
九
月
、
共
立
社
書
店
。

文
選
及
び
文
選
語
注
の
本
邦
伝
来
に
つ
い
て
は
小
尾
郊
一
氏
の
全
駅
漢

文
大
系
2
6
「
文
選
こ
　
（
昭
和
四
十
九
年
六
月
、
集
英
社
）
所
載
の
解
説

に
詳
し
い
。

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
昭
和
三
十
七
年
九
月
、
塙

重
昂
。本
朝
文
粋
か
ら
の
用
例
は
身
延
山
久
遠
寺
編
刊
『
針
腰
木
朝
文
粋
』

上
・
下
柑
（
汲
古
書
院
）
よ
り
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
、
仮
名
を
片
仮
名

に
て
翻
字
す
る
。

注
（
3
）
文
献
。

注
（
6
）
文
献
。
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
』
昭
和
二
十
二
年
五
月
、

吉
川
弘
文
館
。

注
（
8
）
文
献
。

柿
村
兎
松
氏
の
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
附
録
作
者
列
伝
に
は
「
藤
原
衆
海

亦
そ
の
父
祖
を
詳
に
せ
ず
。
蓋
し
柏
軸
不
遇
、
自
ら
貧
屈
老
生
と
称
し

き
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
後
藤
昭
雄
氏
は
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』

（
昭
和
五
十
六
年
九
月
）
所
収
「
桜
島
忠
信
落
書
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

衆
海
と
忠
信
が
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
氏
の
御
論
に

ょ
る
と
天
暦
よ
り
天
徳
の
頃
、
と
も
に
大
学
寮
に
て
不
遇
を
嘆
い
て
い
た

人
物
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
落
む
に
お
い
て
、
「
銅
山
」
の
対
と
し
て
「
金

穴
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
し
て
或
い
は
毅
求
の
「
郡
通
銅
山
、
郭

況
金
穴
」
を
踏
ま
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
4
）
　
用
例
は
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編
著
『
雲
州
往
来
掌
禄
本
研
究
と
総
索

引
　
本
文
・
研
究
篇
』
　
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
和
叔
書
院
）
　
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
注
（
6
）
文
献
。

（
1
6
）
　
注
（
1
1
）
桃
氏
文
献
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

（
1
7
）
　
こ
の
表
は
続
日
本
紀
巻
十
三
に
「
大
牢
少
式
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
広
嗣

ッ

テ

　

シ

　

ノ

　

　

ヲ

　

フ

　

ノ

　

ヲ

　

テ

テ

ン

ト

云

ヲ

上
レ
表
。
指
二
時
政
之
得
失
一
。
陳
二
天
地
之
災
嬰
。
因
以
レ
険
こ
僧
正
玄
肋

ノ

　

　

　

　

　

　

ツ

ノ

　

　

　

　

ヲ

ス

　

ヲ

法
師
。
右
衛
士
督
従
五
位
上
下
道
朝
臣
夷
備
－
為
旨
㌔
」
（
新
訂
増
補
国
史

大
系
）
と
あ
る
よ
う
に
僧
玄
肋
と
下
道
真
備
（
吉
備
真
備
）
を
除
く
こ
と

を
請
う
も
の
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
『
日
本
の
浬
語
』
（
一
〇
二
頁
）
昭
和
五
十
四
年
十
月
、
角
川
書
店
。

〔
附
記
〕

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
小
林
芳
規
先
生
に
御
教
示
・
御
助
言
を
賜
っ
た
。
記

し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

－
　
広
島
大
学
文
学
部
助
手
　
－

55




